


もつ。墳丘西辺ほほ中央に東西10mx南北20mを測る

長方形の造り出しが設けられている。また、墳丘裾部

には15~50cm大の割石(湖東流紋岩)が葺かれ、周濠

部より円筒埴輪、須恵、器、黒色土器が出土した。

神輿塚古墳造り出し部

神輿探古墳は出土した埴輪より古墳時代中期に築造

されたものと考えられる。

木村古墳群は、今回の発見で 5基以上の大型墳で構

成されることが明らかとなった。また、群中の築造順

位が、天乞山古墳→神輿塚古墳→久保田山古墳→ケン

サイ塚古墳→石塚古墳と想定され、墳形が方形から円

形に推移することが考えられる。今回の調査で、県下

最大級の方墳・天乞山古墳と同規模の方墳が確認され

たことは、木村吉墳群の全容解明に大きな手がかりを

示したものと言える。

(蒲生町教育委員会福地博史)

14.弥生時代後期の川辺の祭犯跡?

能登川町山路石田遺跡

石田遺跡は、 ]R能登川駅の西約800mの大字林と大

字山路、大字鉢光寺にまたがって存在している。遺跡

の南側には、平成 4・5年度に民間の宅地造成に伴う

調査(林・石田遺跡)で、縄文時代の竪穴住居から西
うめがめ

日本で 3例目の屋内埋饗が検出されている。また、弥

生時代後期から古墳時代前期の溝跡が長さ約110mにわ

たり検出され、大量の土器が出土している。

今回の調査は、能登川駅西土地区爾整理事業に伴う

道路建設に伴うもので、第 3次調査となる。調査では、

幅約14m、深さ約80cm(水田面から約1.5m)の河跡が

長さ約20m検出された。河跡の南側から大量の弥生時

代後期の土器が出土しており、その河岸から土器(鉢)

の中に石を入れて沈めたあとが検出された。このこと

から、この場所で何らかの祭紀的な行為がされたこと

が考えられる。このような例は非常に珍しいもので、

水辺の祭認を考える上で貴重な一例である。

ほかに、河跡からは大量の土器の他に鍬や鋤などの
そう

農耕具や紡織具、槽(大型容器)、木包丁(木製穂摘具)、

舟形木製品、建築部材などの木製品もたくさん出土し

土器(鉢)の中に石を入れて沈めた跡

た。

河跡が埋没する時期の土器(古墳時代初頭・布留式

併行期)は、在来の土器(近江型)よりも、外来の土

器(東海・大和・丹後?)の占める数が他の遺跡の出

土例よりも多い傾向がみられる。このことは、石田遺

跡がこの時期の湖東地方の拠点的集落である中沢・斗

西遺跡の分村的な性格を持つ集落の一つであることが

考えられ、当時石田遺跡が琵琶湖に面していたことか

ら、各地から中沢・斗西遺跡に行くための湖上交通の

窓口的な集落であったことが考えられる。

(能登川町教育委員会杉浦経支)

15.湖東三山のひとつ金制輪寺の調査

秦荘町松尾寺金剛輪寺遺跡

湖東三山のひとつである金剛輪寺は、天平13年(741)

行基によって創建され、嘉祥年間 (850年頃)円仁によ

って中興され天台宗寺院として現在まで存続している。

金概輪寺は、金剛輪寺史伝によると、最盛期に東西南

北4谷に分かれ、百余りの坊舎を並べていたと伝えら

れる。これまで当遺跡は、 10回の発掘調査を実施して

いる。なかでも昭和62年~平成 4年度にわたり、惣門

から本堂までの現参道沿いにあたる北谷、東谷、西谷、

院内の分布調査が行われており、 58ヵ所の坊跡が確認

されている。

今回の調査は、これまでに分布調査が行れていない
えんでい

商谷地区での南谷川堰堤工事に先立つもので、平成10

年10月から平成11年 3月まで秦荘町教育委員会が実施

した。分布調査を約20，000m行い、発掘調査は約700ぱ

実施した。

調査の結果は、新たに約10ヶ所の坊跡と考えられる

テラスと、尾根上で、上蚊野古墳群をみおろす岩場を

発見した。包含層からは、古墳時代の遺物が若干出土

した。

坊跡の中では、調査区 3で一辺10m四方の堂の基壊

が確認されている。基壇の正面中央には、階段状の出

入り口施設がある。基壇上からは、寛永通宝が 6枚検
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